
中小企業タイムズ（4） 第三種郵便物認可　平成29年９月１日

中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

TOPICSTOPICS

TOPICSTOPICS

TOPICSTOPICS

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A

I
A

C
T

I
V

E
 

K
U

M
I

A
I

●北杜市環境事業協同組合

　北杜市環境事業協同組合（篠原充理事長　組
合員10社）では、8月23日に北杜市役所生活環境
部環境課の担当職員と意見交換会を実施した。こ
の意見交換会には、組合からは篠原理事長と輿石
事務局長が、市役所からは中山環境課長に加えて
担当者2名が出席、中央会もオブザーバーとして同
席した。
　当組合は、北巨摩郡の8町村が北杜市として合

併した際に、そ
れまで町村ご
とに異なってい
た住民が排出
する一般廃棄
物の処理方法
を一本化する
ため平成18年

に設立され、共同受注に取り組んできた。北杜市か
ら委託を受けている生活系一般廃棄物処理業務も
10年が経過したことから、これまでの事業経過と今
後の環境行政への協力のために、今回行政との意
見交換を行う運びとなった。
　組合からは、過去10年間における一般廃棄物の
品目別排出量の推移と収集・運搬業務に関する現
状の課題等の説明がされ、中央会からも、組合法と
組合制度、官公需適格組合証明の意義等について
補足説明を行った。市の担当者からは、「北杜市の
一般廃棄物処理計画は平成33年度末までに見直
すことになっており、それに向けてだけでなく、日頃の
ごみの削減や再資源化の推進のために事業者の
専門的な知見を活かしていきたい。そのためにこう
した意見交換などを定期的に実施したい。」との意
見が出された。

　篠原理事長は、「我々は、市の行政事業の一部を
委託されているのだという責任と自覚をもって仕事
に取り組んでいるが、廃棄物の削減や再資源化の
ためには地域住民の一層の理解と協力が必要であ
り、これからも行政と連携を深めて業務の効率化に
取り組んでいきたい。そのために意見交換や情報
交換を定期的に行い、組合員業務の質的向上にも
努めていきたい。」と締めくくった。
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●山梨県印刷工業組合

　山梨県印刷工業組合（佐野龍一理事長　組合
員41社）では、今年度より厚生労働省の「職場定着
支援助成金」を活用し、人材の確保・育成、雇用管
理等に悩みを持つ組合員の労働環境の向上を図る
ための事業に取り組んでいる。
　少子・高齢化が進展する我が国では、将来、労働
力人口の減少に伴い企業の重要な経営資源である
「人材」の確保が一層厳しくなることが予想される。

また、人口減
少やIT化に
よる「印刷市
場の減少」に
対応するた
めに、これま
での受注型
営業ではなく

提案型の需要創造ができる人材の育成が求められ
ている。そこで、印刷業界として人材の確保と育成
の仕組みを構築するとともに、育成した人材が永く
定着し企業に貢献してもらえるように、これを業界全
体の課題と認識し、組合としてこの事業に取り組む
こととした。
　今回、組合では「職場環境の改善」「福利厚生の
充実」「募集・採用の改善」「教育訓練の充実」の4
項目に取り組み、安心して働くことができ労働意欲を
持続できる職場環境や福利厚生の充実、優秀な人
材を採用するために魅力ある職場環境や福利厚生
をPRすることによる人材募集の強化、採用した人材
を企業の核として育ってもらうための教育訓練の充
実、そして組合という組織を活用し幅広く展開するこ
とで業界のイメージアップや働きたいと思ってもらえ
る印刷業界づくりに繋げていくことを計画としている。

　佐野理事長は、「労働力人口が減少する中、多く
の組合員が人材の採用・育成・定着に関する課題に
直面している。しかし、個々の中小企業でできること
には限界がある一方で、組合組織を使うことで業界
全体として効果をあげることが可能なことから、組合
として事業効果を検証しながら取り組んでいきた
い。」と抱負を語ってくれた。

●協同組合山梨異業種交流青中倶楽部

　協同組合山梨異業種交流青中倶楽部（中村和
雄理事長　組合員61社）は、7月20日に中央会研
修室で会員間の交流をテーマに定例会を開催し、
24名の様 な々業種の経営者等が集まった。
　同組合は平成10年に組合員間の交流による経営
力のアップを目的に設立された県内でも草分け的な
異業種組合。組合では、業種や事業が異なった組合
員同士が研修事業等の組合活動を通じて多面的に

情報交換する
ことで組合員の
各企業を発展、
拡大させるよう
な新たなビジネ
スチャンスを見
つけることを目
的に活動してい
る。そのために

組合員に情報提供委員会・福利厚生委員会・教育研
修委員会の3つの委員会のいづれかに所属してもら
い、それぞれの委員会が立てた様 な々研修事業や交
流事業などに全員が参加できる体制をとっている。
　今回の定例会では、参加者が4人ずつのグルー
プに分かれ、自己紹介や会社紹介、業界の課題、会
社の将来ビジョンなどを熱心に話し合って取りまとめ
を行い、各々の組合員が発表し組合員間の交流が
図られるよう情報交換がされた。
　各グループでは、業界の課題として人材不足や
人材確保の難しさについての意見が多く出され、若
手社員の定着率の低さなどが課題としてあげられ
た。また、自社の将来ビジョンについて語る場面で
は、各社の経営向上のための取り組みについて活
発な意見交換が行われた。
　参加者は「毎回の定例会をきっかけに、新たな組
合員との交流の機会を持つことができ、仕事につな

がることもある。また、様々なテーマの研修や意見交
換により新たな気づきを得られることもある。これか
らも組合員同士で切磋琢磨し連携することで、お互
いのビジネスチャンスの拡大につながることを期待
している。」と話した。
　組合では、組合員企業の経営向上に資するため
に、研修事業等の充実と組合員の拡大を目指して
いく。
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意見交換会

活発な意見交換がなされた研修会

多くの会員が集まった

組合員による収集運搬の様子

職場環境の改善を目的としたセミナーの様子


